






はじめに 

 欧米では早期新生児期のビタミン K(以下 VK)欠乏症を予防するために,出生時にルーチ

ンに VK を投与することが広く行われている。一方,わが国では欧米に先がけて VKのシロッ

プ剤を使用できるようになったにもかかわらず,その高浸透圧性から起こるかも知れない

副作用が危惧されて出生時のルーチンの投与は普及していない。筋肉内投与ではその危惧

がないものの,一時期,筋肉内投与による筋拘縮症が大きな問題となった経緯があり,これ

も一般化していない。しかし,新生児保育の母乳化に伴い,本症の頻度は増加していること

が予測され,われわれも最近,本症による頭蓋内出血を 2 例経験した。そこで,出生直後の

VK 予防投与法の確立を目的として以下の検討を行った。 


